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「
私
の
歩
ん
で
き
た
道
」（
抜
粋
）

木
村
フ
ジ
エ

昭
和

年
頃

常
呂
村
朝
日
の
井
戸

20

『
私
の
あ
ゆ
ん
だ
道
』（
平
成
元
年
）
掲
載

（
略
）
昭
和

年

月
、
結
婚
と
同
時
に
常
呂
に
来
ま
し
た
。（
略
）

19

11

常
呂
の
上
杉
さ
ん
の
お
世
話
で
氷
蔵
だ
っ
た
三
号
倉
庫
を
借
り
て
一
冬
暮
ら
し
ま
し
た
が
、
一
番
困
っ

た
こ
と
は
水
で
し
た
。
常
呂
の
水
は
塩
分
が
あ
っ
て
お
い
し
く
な
く
、
共
同
井
戸
（
注
：
朝
日
の
井
戸
）

が
１
ヶ
所
、
中
台
外
科
医
院
、
漁
協
信
用
部
（
注
：
現
本
通
り
会
館
）
の
通
り
か
ら
山
手
に
向
か
っ
た
橋

（
注
：
旧
常
呂
橋
）
の
弁
天
側
に
あ
り
ま
し
て
、
飲
み
水
は
本
通
り
、
大
通
り
の
町
内
の
方
は
ほ
と
ん
ど

そ
の
井
戸
か
ら
天
秤
で
担
い
だ
も
の
で
す
。

当
時
の
常
呂
川
は
底
ま
で
透
き
通
る
ほ
ど
水
が
き
れ
い
で
、
氷
に
穴
を
開
け
て
お
米
を
研
い
だ
り
洗
濯

し
た
り
し
ま
し
た
。
（
略
）

＊
注
：
通
称
「
朝
日
の
井
戸
」
は
、
旧
常
呂
橋
の
弁
天
側
・
橋
の
南
側
た
も
と
に
あ
り
ま
し
た
。


